
 

 

平成 30年度～令和元年度実施 市内生物生息調査結果概要 

対象
分類 

確認種 希少種
※①② 

外来種
※③④ 

考察 備考 

植物 496種 27種 27種 マヤラン・タコノアシ等の環境省もしくは東京都のレッドデータブッ
ク掲載の希少種が確認された。特に雑木林の林床に生育する種や限ら
れた水辺に生育する希少種は注目される。一方、特定外来生物のオオ
キンゲイギクの他生態系被害防止外来種が多数確認された。これら指
定種以外にも多数の外来種や品種改良による栽培種が確認されており
都市部における在来種の保全再生を考えるうえで課題である。 

 

 

哺乳類 6種 0種 3種 都市における生物群集の安定性を保つ意味からも重要な役割を持つ在
来種のアズマモグラ、アブラコウモリなどが確認された。生態系被害
防止外来種のハクビシンやクマネズミはそれぞれホンドタヌキや生息
が予想されるアカネズミ等と競合する。特定外来生物のアライグマと
共に人間生活にも有害であるため注視する必要がある。 

 

 

 

鳥類 32種 10種 1種 環境省レッドリスト掲載種のオオタカが確認された。その他にも都市
における生態系の高次消費者であるツミの生息確認は注目される。特
定外来生物は確認されなかったが侵略的外来生物であるワカケホンセ
イインコやドバトは在来種との競合が懸念されるとともに、人間生活
にも有害であるため注視する必要がある。 

 

 

爬虫類 3種 3種 0種 確認されたヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビ、アオダイショウは
いずれも東京都レッドリストの掲載種で注目される。アカミミガメの
生息可能性について注視していく必要がある 

 

 

 

 

両生類 4種 3種 0種 環境省レッドリスト掲載種のトウキョウダルマカエル、東京都レッド
リスト掲載種のニホンアマガエルが確認された。西日本由来の地域移
入種であるヌマガエルの分布拡大について注視していく必要がある 

 

 

 

昆虫類 
／ 
クモ類 

226 種
／ 

7種 

4種 

／ 

1種 

1種 

／ 

0種 

東京都レッドリスト掲載種のショウリョウバッタモドキやムツトゲイ
セキグモが確認された。特定外来生物及び生態系被害防止外来種に指
定されるアカボシゴマダラは在来種との競合が懸念される。害虫とし
て知られるアオバハゴロモは大量発生による果樹被害が懸念されるた
め注視する必要がある。 

 

 

魚類 
／ 
甲殻類 

11種 

／ 

2種 

3種 

／ 

0種 

0種 

／ 

1種 

環境省レッドリスト掲載種のミナミメダカや東京都レッドリストに掲
載されるニゴイが確認された。生態系被害防止外来種に指定されるア
メリカザリガニはすべての水辺環境で確認された。観賞用に品種改良
されたヒメダカやキンギョは在来種との競合が懸念される。 

 

 

 

希少種または外来種の基準としている文献 

① 環境省レッドリスト 2018：（環境省 平成 30年 5月公表） 

② 東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）2010年版:（東京都 平成 22年 3月公表） 

③ 特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律に基づき規制される生物のリスト：（環境省 平成 30年 4月公表） 

④ 我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）：（環境省 平成 28年 3月公表） 

ニホンカナヘビ アオダイショウ（抜け殻） アカミミガメ 

アライグマ足跡 ハクビシン 

ドバト 

アズマモグラ塚 

オオタカ食痕（ドバト） 

タコノアシ

ン 

マヤラン オオキンケイギク 

ワカケホンセイインコ 

ショウリョウバッタモドキ アカボシゴマダラ 

アメリカザリガニ ニゴイ ヒメダカ 

ヌマガエル 

ミナミメダカ  

ムツトゲイセキグモ 

 資料５  


